
その他の金属製品製造業におけるトラックを起因物とする死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1
16～

17

敷地内で、トラックの降車時に足を滑らせ後ろ向きに落ちたので、左手をついた時

に手首が折れた。
58

10

～

29

2 16~17
当社工場内で、トラックから、鉄スクラップの荷降しを行っている時、鉄片が右足

の上に落下し、負傷した。
40

50

～

99

3 11~12

本人が社有車で目的地方面へ向かって走行していたところ、渋滞の最後尾になっ

た。 ハザードで後続車へ知らせていたが、後からトラックが減速せず追突してき

て、玉突事故に巻き込まれた。 救急搬送されるも意識はあり、大きな外傷は負っ

ておらず、左脚大腿部や後頭部に少し痛みを感じる状態であった。

39

100

～

299

3 17~18
1t車の荷台から降りる時に荷台に積んでいたパレットに巻いてあったラップで足を

引っ掛けてしまい、左足から落ちてヒザを強打した。
44

10

～

29

3 0~1

酸化鉄回収現場で作業者Bが車上で積み込みに手間取っていたので、作業者Aが車

上に登り、積み込み作業の応援を行っていたが、応援作業終了後、車上を移動中に

バランスを崩し転落した。

62

10

～

29

3 9~10 工場内で4tトラックの荷台の片付け中、足を滑らせ後向きに転落した。 57
1～

9

4
14～

15
走行中（トレーラー、積荷あり）、カーブで右側に横転した。 55

30

～



49

4
16～

17

荷降ろし作業の為コンテナー内に上がろうと車両に右足をかけたところ踏み外して

しまった。 その際、掴んでいた両手が外れ後へ転倒し、両手で身体を支えたが右

手首を骨折してしまった。

48

30

～

49

4
9～

10

トレーラー荷台プロテクター部分より頭から転落した。 その後、通常通り勤務し

ていたが気分がすぐれなくなり、手術を受け、頭部に溜まっていた血を抜いた。
42

10

～

29

5
16～

17

当社構内にて、トラック荷台にて客先から引き取ったスクラップの選別作業を行っ

ていたが、選別完了後荷台から降りる際、後部アオリから降車したところ、左足が

滑り、転落はしなかったが体が後部アオリの方へ振れステップ角で胸部を強打し

た。 当初は軽い打撲と思っていたが、後日、トラック荷台に上がった際に強い痛

みを感じた。

47

30

～

49

5
18～

19

客先にてトラックに荷物を載せ、バンドで固定する際、荷台でバランスを崩し転落

した。
67

1～

9

5
14～

15

作業場において、4tトラックから製品をおろす作業中に足を滑らせて転落した。

その際、地面にあった枕木に強く当たり骨折した。
66

1～

9

6
20～

21

鉄工所内で、被災者はトラックの荷台で積み込みした鉄骨製品を荷台上でチェック

をしていた。 チェックが完了したので、下へ降りる為に荷台から飛び降りようと

した時に、荷締めをしてあったワイヤーに右足を引っ掛けてしまい、バランスを崩

すような形でお尻から地面に転落し、右足脹脛と膝付近を捻り受傷した。

24

50

～

99

6
13～

14

取引先納品場所において、空カートの積み下ろし時に、空カートがバランスを崩し

したので支えようとし、4tトラックの荷台から落下した。 落下時に体勢を整えよ

うとしたが、足のつき方が悪く、アキレス腱を切ってしまった。

41

10

～

29

6
10～

11

工場内で、持ち込みのトラックの上にシートを掛けていた時に足がふらつき、荷台

（高さ1.7m）上から転落し負傷した。
55

1～

9

6
9～

10

工場で、大型トラックの荷台（地面から約1.78ｍ）にて鉄骨の積み込み作業中、荷

締めしようと荷台の端に立った時に足を踏み外して落下し、右足の踵を強打した。
60

10

～



29

7 15~16
トレーラーの荷台に積んである製品の合番を見るために製品にのった時（のぼろう

とした時）、すべって地面におちた。
61

50

～

99

7 8~9
トラックの荷台に配達をする荷物を置いていたところ、誤って荷台から落ちてしま

い、右腕を負傷した。
48

30

～

49

7
12～

13

トラックの荷台に積んだスクラップを固定するため、積まれたスクラップの上に登

り、ワイヤーを掛けようとしていたとき、スクラップの上で誤ってバランスを崩し

転倒した。 そのままトラックのあおりの上に倒れ込んで、胸部を打ちつけ負傷し

た。

41

30

～

49

9
13～

14

大型車で工場から工場にH形鋼を引き取りに行くときに、走行中入口で右折するた

め方向指示器を出して、対向車がいなくなるまで国道で1～2分待っている間に、

後方から激突された。

44

50

～

99

9
13～

14

当社工場、第3工場トラックヤードにて、4トントラック荷台から降りようとした

ときに踏み外し荷台から落下、荷物を荷台に載せるために駐機していたフォークリ

フトの爪部に顎が当たってしまい裂傷、打撲したものである。

40

10

～

29

9 8～9

当日、工場施設内に於いて、製品を出荷するため、大型トラックの荷台に上がり、

納品する部材の写真取りの作業を行った。 その後、荷台（高さ約1メートル）から

地面に降りようとした際、右足が積み込まれていた、木パレットとバッカンの間に

引っ掛かり、バランスを崩した状態で、腰部右横側から地面に落ちて負傷したもの

である。

59

50

～

99

9
11～

12
立てかけていた製品を台車にのせる時、作業手順を間違え製品が倒れて負傷した。 65

10

～

29

9
16～

17

社内のトラック駐車場で、トラックの荷台上を片付けしようとしたところ、荷台に

こぼれたグリスに足をとられて左足を外側へ滑り開脚状態になり、左股関節部を痛 42

10

～



めた。 29

10 7～8

仕入先工場にて、スクラップの積み込み作業を行うために、運転席から後ろ向きで

降りたところ右足首を捻挫した。 現場は少し勾配があるので、良く見て降りるべ

きところだったが、足元を確認せずに慌てて降りてしまった。

45

10

～

29

10
17～

18

当社が倉庫として使用している駐車場内において、いつもトラック荷台の扉を開け

た状態で倉庫入口までバックさせるのだが、観音開きのトラックの左扉を抑えてい

る時にトラックがバックしてしまい、左手の中指が隣のフェンスと扉の間に挟まっ

てしまった。

55

10

～

29

11
16～

17

工場入口付近でトラックを片付け終わり、荷台から降りようとした時、アオリに左

足が引っ掛かり、右腰付近から、地面に落下した。 右腰を強打し痛みがあった為

病院へ行った。

59

10

～

29

11
11～

12

工場でトラックの荷台約1メートルの高さで、材料を荷下ろし中に踏み出した右足

が荷台から外れ、荷を持ったまま右足から着地し、右足首を負傷した。
48

10

～

29

11
18～

19

トラックの荷台で、荷下ろしのため、製品を固定するバンドを外していた。 バン

ドを外し終わってトラックの荷台から降りようとした時、製品の載っていたパレッ

トに躓き、転倒し荷台から落ちた時に左手を着いて受傷した。

54
1～

9

11
16～

17

工場内整理作業中発生した廃材を4tトラックに積込作業をしていて、荷台から降り

る際に、足を滑らせバランスを崩して右足踵から落下し、右足踵を強打して負傷し

た。

60
1～

9

11
16～

17

工場内において、10tトラックに製品（梁、柱）を積み込みを終えて、トラックの

荷台から降りようとした時、昇降用のタラップを使用せず積荷の上（高さ約1,600

㎜）から飛び降りた時に、右足の踵を骨折した。

53

50

～

99

12 9~10
工場内にて4tトラックに飼料タンク（1.5m×2m×2m、重さ400㎏）3台を積込作

業中、トラックが後進したときに挟まり負傷した。
63

1～

9

12 11~12

製品を降ろし終わり、10tトラックを運転するため荷台から下りる際、運転台の横

にある梯子から下りずに、後部タイヤの上に足を下ろし、パイプの所に足をかけて
54

100

～



下りようとしたところ、足を滑らせたため飛び下りようとしたとき、転んでしまい

負傷した。
299

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html
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